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	１）ビジネスモデルの変革と進化を進め、さらにグループの収益力を向上させる。
	２）時代の変化に対応し、新規事業を創り出せる人材並びに、国内外で活躍できる人材の発掘と育成を行うと共に、経営資源を最適投入する。
	３）社員にとって働きがいがあり魅力溢れる職場環境を作り、生産性を向上させる。
	「事業領域の多様化」を引き続き推進していくため、人材・資本を成長分野へ
	積極的に投入する。
	グループ間の連携強化と現地化を推進し、グローバル展開の加速を図ると共に、
	効率的なグループ経営を目指す。
	変革と進化に対応し、国内外で活躍できる人材を育成すると共に、社員が生き
	生きと働ける魅力溢れる職場環境の充実を図る。



